
(別添様式 8-1)
平成29年度 学校評価年間計画 京中学校

学校評価のねらい

下京中学校の教育目標の達成に向けて,現状の把握と教育活動についての検証 (チ エック)のために学校評価を行う。

評価活動により下京中学校の目指すべき方向を再確認し,多様な教育活動の優先順序を示し,学校・地域・家庭の目指すべ

き姿の共通理解を図る。
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学校教育万針の説明
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る評価の実施
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学校運営協議会によ
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評価

・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画:実施
。取組結果を検証するためのアンケ■卜項目や各種指標の設定 ■‐

分

野
評価項目

(1回 目評価を踏まえた)

年度末までの取組

(取組結果を検証する)

アンケート項目。

各種指標

確
か
な
学
力

授業改善
(アクティブ・ラー
ニングを取り入れ
た授業の充実)

校内研究のテーマに掲げ.

教科会やチーム会議を中心
に授業改善を図り、学びを深
める授業を行う

生徒の間で話し合う活動を通

じて、自分の考えを深めたり、

広げたりできている

家庭学習の習慣
化

家庭学習課題を毎日出し、本

校独自の手帳を活用した計

画的な家庭学習の指導

自分で計画を立てて勉強して

いる

総合的な学習の

時間の充実

探究・伝統文化体験・キヤリ

ア・人権の4つの分野での系

統的な学習の実践

・探究学習は充実している
・伝統文イヒ体験は充実してい

る(教職員アンケート)

豊

か
な
心

づく態度の育成
①
(自他を尊重でき
る人権教育の充

学級。学年活動の中で他を思
いやりや協力する態度を身
につけるとともに,人権学習を

充実させる

子どもは仲間を大切にした行

動力くできている

「公共の精神J基
づく態度の育成

②
(規範意識の醸
fJa)

日常生活へのきめ細か日配

りを行い,点検活動とタイム

リーな指導を行う

子どもはルールや決まり事を
守ることができている

健
や
か
な
体

自他を大切にで
きる態度の育成

保健便りを活用した健康増進
への啓発活動を行い、SNS
の利用についての指導を充

実させる

朝食は毎日食べている

毎日よく眠れている

健康教育の充実
日・歯・防煙・薬物乱用防止

の健康学活を計画的に行う
視力検査・歯科検診後の受

診状況結果

独
自

の
項
日

キャリア教育の推
進

基礎的・汎用的能力を育成

するための生活指導や行事

運営・部活動指導を進める

自分から役割や仕事を見つ

けたり、分担しながら、周囲と

力を合わせて行動する

・アンケニト実施結果,
その他指標の結果に
ついて整理 |

‐    目己 |評価

平成29年 2月 16日

評価者・組織 学校評価部

アンケート結果・

各種指標結果

分析

(成果と課題 )
分析を踏まえた改善策

~そ
う思う・どちらかといえ
まそう思う」が88%

`よてま ばまな天体当て
ままる」が61%

・他教科とチームを編成
し,思考ツールを活用しア
クティプ・ラーニングを取り
入れた授業が展開でき

り 鹿鞄 織 を舶 ず
…

るという基礎的な習慣は
身についているが、依然、
十分とはいえず、計画的
に学習主熱二とができ撫 )

・教科の不買的な字ひそ
深めることに重点をおき,
問いや対話に重点をおう
ら授業を展開する。

生徒が主体蘭iビ取り蔽あ
るよう家庭学習課題の内
容について吟味し、家庭
での学習の定着をより強く

鶉 苫じて進めてぎ
た探究学習を見直し、対
話をより重視したグループ
単位での探究学習を行

|よくできている。人体でき

ているJが、探究は71%、

伝統文化が80%

・聡宙問奪子首の町同 C
は,4つの分野の特色の
ある取組が充実して展開
できた。

「よくできている・人体でき
ている」が96%

Fょてできてt｀るr天体でき
°

ているJが88%

。いじめアンケート等も活
用し、教職員間で綿密な
情報交換を行い。いじめ

を見逃さず、生徒の心に
n

ルールを守る指導等がで
きたが、ケータイ・スマホ
の利用のしかたについて
,4墨Ett itl詮 ^I

・クラスマネージメント調査
等を活用し、仲間づくりか
ら集団づくリヘと意識した
学級経営を進める。

II徒あ王落背景を理解
¨

することに努めとともに毅
然とした指導を継続する。
・ネットモラルについての
受羽ふ維ハ放基ふ得ら

朝食はほとんど王徒がた
べているが,22%の生徒
は「よく眠れていないJと回
答

・睡眠時間が十分でない

生徒の数は増加しており

課題は大きくなつた。

・養護薇副や休杯叡副か

中心となり、睡眠時間の

確保のについての啓発を
進める。

視力低下I百あ要患=う
…

歯・歯周疾患が疑われる
生徒の受診率が60%

欄 あ低下を砺ぐだあ
~

に、日の健康教室等を通
して、正しい姿勢について
の学習を行つた。

・生徒だけでなく塚庭に対
しても健康についての
様々な角度からの啓発学
習を進める。

よくできてい0・天杯でき

ている」が91%
・字激清剛や部店剛を
キヤリア教育の視点で見
つめ直し、汎用的能力の

育成に努めた。

・汎用09能力を百灰する
ために自尊感情の醸成や

基本的生活習慣の確立に
ついて改善をさらに進め

平成28年度 学校評価実施報告書
学校名(

⇒⇒

子 供 関 tn石詳仙

評価日

評価者
(いずれかに○)

平成29年 2月 23日

学校運営協議会
学校評議員

学校関係者による意見
学校運営協議会・

学校評議員による
改善に向けた支援策

・一年間を通じて落ち看い
た雰囲気の中、良い授業
が行われていた。

・旭顕貫源をより店用し
て、学力向上に向けての

研究等をより推進する。

栞庭字首の課題を解決丁
るには、家庭の協力が不
可欠であるが、十分とは
いえない状況である。

家庭での学習が重要であ
ることを、地域全体で再認
識し、できる限りの支援を
行いたい。

・地域人材を活用して伝
統文化体験 (着付け教室・

ゆかた登校・和食調理体
験・茶道体験)が充実して
各
^■
仁

・i地域にある事茉所に協
力してもらい、仕事場を訪
間して本物にら、れる機会
を充実させる。

・いじめの問題や不登校
の課題の解決のために、
生徒の様子を細かく観察
し、心に寄り添つた指導に

盤窯溜則鰍
徹底や、登下校時の挨拶
が十分できていなかつた。

・不登校生従が多いことを
重要課題と捉え、保護者
や関係機関の協力のも
と、個に応じた学びの支

鶴 凝 とりな
¨

がら安全指導を徹底して
いく。また学校内外を問わ
ず挨拶を通した良好な人
持喜全:、■(7まス鮨i●た

建康維持に対しての意識
bく不十分なため日NE等
つ利用時間が長くなり、睡
屁時間等への悪影響が
解,自できてLヽない。……………
終物乱用の問題は深刻な
課題であり、地域・家庭に
対しても啓発の重要性が
着している。

ケータイ・スマホの利用の
仕方について、継続てして
指導を進めるとともに、健
康維持に対する意識が高

奎穣 離 摯 毎 爆
…

物乱用防止教室を、地域
や保護者に対しても行うこ
とを検討する。

・自分の役割に責任悪を
もち、集団の中で主体的
に行動する力を身につけ
ていく必要がある。

・貫質、能力の百成に重
点をおき、生徒が自信を
もつてできる分野を広げる
ために、キャリア教育をよ

・アンケート等各種の指標の設定を適切に行い。学校評価の充実を図ることができた。

・学校関係者評価や自己評価をもとにした教育活動全体の検証により重点おき,効果的な行動計画
の作成に役立てる。

而 ことができたが,学校評価について教職員全体への

・アンケート項目l見置こ[百福ずべき目標の達成のための指標となる評価項目を作成する。


